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巻頭言 小峯和明 

 

特集 1 公開シンポジウム 「女性史」はジェンダーをどう受け止めるか 

・沢山美果子 歴史における性・生殖・身体 

・薮田貫 近世の女性史とジェンダー 

・小野沢あかね 廃娼運動史研究の射程 

・倉敷伸子 就業におけるジェンダー規範の重層性 

・コメント : 北川賢三、渡辺憲司  

 

特集 2 公開シンポジウム 捕鯨を通してみる世界 II－捕鯨研究の現状と課題－ 

・荒野泰典 この捕鯨研究になにを期待するのか、なにができるのか 

－2年間の研究活動を振りかえって－ 

・島田竜登 ヨーロッパにおける捕鯨史研究の現状－オランダを中心に－ 

・安永浩 捕鯨近代化の諸相－呼子・小川島を中心に－ 

 

特集 3 韓国東海岸における捕鯨および鯨肉食についての調査報告 

・李善愛 鯨と関わる韓国地域文化－蔚山市長生浦村調査事例を中心に－ 

・南相珉 「捕鯨」をめぐる論争 

・南相珉 捕鯨をめぐる論争の検討及び今後の方向性－メディアを素材として－ 

・田中彩貴 観光開発におけるクジラ利用 

・藤田明良 19世紀前半の朝鮮実学者李圭景の「鯨鰐辨證説」について 

・高橋公明 書評・朴九秉『韓半島沿海捕鯨史』 

 

研究論文 

・エン・ティ・オワイン   ベトナムの漢文説話と『今昔物語集』の試論 

 

研究会レビュー 

・照沼麻衣子 ヤマト側琉球資料に見る遊女の諸相－絵の問題から 

・渡辺美季 沖縄県立博物館蔵『琉球國圖』について－古琉球の情報と元禄時代の地図文化－ 

・新島奈津子 那覇港湾施設、御物グスクにみる琉球 

・上里隆史 15～17世紀那覇の港町と「倭人」居留地 

 

鯨科研エッセイ 

・海原亮 日本近世鉱山における灯火用としての鯨油 

・矢田純子 伝統行事にみる鯨－長崎くんち・鯨の潮吹きの紹介 

・杉本史子 2005年度長門市・ボストン調査報告のなかから－鯨過去帳と鯨絵巻－ 



 

調査報告 

・ニュージーランド・トンガ調査報告(2005年 7月 28日－8月 6日) 

・韓国東海岸調査報告(2005年 9月 8日－14日) 

・ポルトガル・スペイン調査報告(2005年 9月 11日－22日) 

・ロンドン調査報告(2005年 11月 10日－18日) 

・ハーバード大学、ピーボディ・エセックス博物館調査報告(2005年 12月 5日－19日) 

・対馬・壱岐調査報告(2005年 7月 19日－22日、2006年 5月 4日－10日) 

・五島調査報告 No.1(2006年 3月 5－8日) 

・長崎・大村・唐津調査報告(2006年 10月 6日－10日) 

・韓国東海岸調査報告(2006年 10月 15日－22日) 

・五島調査報告 No.2(2006年 10月 19日－23日) 

・ノルウェー調査報告(2006年 9月 6日－17日)  

 

研究所日誌 


